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企皇
宮皐
堅手
」れ
の H

E昌三
と優
い劣
へあ
りり
。て

り。但
し
中
組
は
遺
品
川
と
命
ぜ
ら
れ
、
天
和
二
年
よ
り
七
組
と
成
り
た

O
培
泉
春
日
柿
社

此
の
祉
は
.
石
坂
の
地
建
よ
り
大
豆
田
漣
へ
か
け
、
六
百
九
十
戸
許

の
産
土
紳
に
て
、
増
泉
の
村
地
に
銀
座
す
。
枇
記
に
云
ふ
。
営
枇
春

日
明
紳
は
、
天
暦
元
年
勤
請
の
由
停
承
。
縁
起
・
記
録
等
先
年
焼
失
、

委
細
不
v
知
。
と
あ

hτ
、
代
々
紳
職
岡
井
氏
奉
仕
す
る
慮
、
明
治
五

年
十
一
月
村
一
位
に
列
せ
ら
れ
、
枇
盆
・
を
置
か
れ
た
り
。
石
川
訪
古
遊

記
に
云
ふ
。
増
泉
中
古
需
品
三
笠
山
圭
問
吋
故
調
=
増
泉
澗
-
稽
=
紳
悶
紳

枇
刊
日
英
陸
有
a

御
供
田
村
吋
可
v
設
と
必
平
次
按
守
る
に
、
増
泉
村
の
隣

邑
中
村
に
も
容
日
紳
枇
あ
れ
ば
、
い
に
し
へ
此
の
地
漣
大
和
国
三
笠

山
春
日
の
紳
領
た
ら
ん
か
と
の
践
は
、
さ
も
あ
る
べ
し
。
但
し
此
の

増
泉
春
日
祉
を
ぽ
紳
岡
紳
枇
と
稀
す
と
の
設
は
、
詳
か
注
ら
宇
。
一
脚

田
紳
一
胞
は
、
延
事
式
紳
名
般
に
蛾
せ
ら
れ
、
式
内
の
紳
枇
た
り
と
い

へ
ど
も
‘
飢
閣
の
頃
厳
祉
と
成
り
た
り
け
ん
。
古
僻
訟
に
増
泉
の
地

内
に
ま
づ
の
宮
と
呼
べ
る
小
関
あ
り
。
是
を
或
は
紳
回
，
宮
と
も
稿

の
魁
首
堀
内
帯
刀
・
小
林
平
左
衛
門
の
雨
入
、
龍
昌
寺
の
住
職
と
如
何

た
る
白
線
ゃ
あ
り
け
ん
、
葬
送
し
.
塚
を
ば
卸
ち
浅
井
暖
に
築
き
、

叉
共
の
紳
牌
を
ば
賞
寺
に
磁
め
、
子
ν
今
建
て
置
き
た
り
。
彼
の
合
戦

の
頃
は
小
松
の
近
越
今
江
に
あ
り
し
と
い
へ
り
。

。
前
田
修
理
邸
跡

廷
貨
の
金
樺
国
民
、
前
日
四
十
三
間
間
尺
‘
奥
行
東
側
九
十
六
間
・
西

側
九
十
二
聞
と
あ
り
。
世
三
去
に
居
住
せ
し
か

E
、
明
治
慶
藩
の
際
、

家
屋
を
段
ち
地
所
を
寅
却
し
て
退
去
せ
り
。

O
前
回
修
理
知
好
偉

知
好
は
‘
欝
落
胆
・
吠
納
言
利
家
一
卿
の
三
男
に
て
.
中
納
言
利
常
一
卿
の

賢
兄
た
り
。
始
め
利
包
と
云
ふ
。
幼
名
を
三
九
郎
と
呼
び
、
俗
稽
を

七
左
衛
門
、
後
修
理
と
い
ふ
O

天
年
十
八
年
十
二
月
八
日
山
城
園
北
野

に
て
誕
生
す
。
生
母
名
存
、
小
塚
内
匠
の
養
女
に
て
、
能
登
の
人
也

と
去
ふ
o
修
理
慶
長
元
年
正
月
金
部
へ
来
ら
れ
し
に
‘
利
長
卿
の
命
に

依
っ
て
、
能
登
石
動
山
に
出
家
し
居
住
せ
ら
れ
し
か
ど
、
同
九
年
E
月

石
動
山
よ
り
下
山
せ
ら
れ
、
周
年
三
月
廿
一
日
利
長
卿
よ
り
釆
地
三

千
石
を
賜
は
り
.
復
飾
あ
り
け
り
。
同
十
五
年
二
月
家
総
一
高
三
千

七
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
前
回
播
勝
守
利
好
に
代
り
て
能
登
七
尾
誠
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し
、
式
内
の
一
柳
田
紳
枇
た
ら
ん
か
と
い
へ
り
。
叉
御
供
田
村
は
白
山

の
三
宮
古
記
に
.
米
丸
保
日
J

御
供
田
云
竺
公
国
三
十
町
怠
E
L
あ
り

て
、
昔
は
白
山
比
時
紳
枇
の
御
供
田
村
な
り
。
然
る
を
此
の
邑
名
を

按
擦
と
し
‘
増
泉
の
枇
を
一
柳
田
紳
枇
た
り
と
す
る
は
、
附
曾
の
設
と

い
ふ
ぺ
し
。

。
五
雲
山
龍
昌
寺

曹
洞
宗
也
。
文
化
三
年
の
由
来
替
に
一
疋
ふ
。
蛍
寺
草
創
年
代
久
速
に

付
不
ν
詳
、
沓
寺
地
は
能
美
郡
八
日
市
村
に
而
‘
永
藤
四
年
小
松
城
主

丹
初
五
郎
左
衛
門
牌
所
に
被
v
致
、
再
建
有
v
之
、
寺
地
六
育
歩
徐
寄
附

有
ν
之
由
停
承
仕
。
然
慮
微
妙
公
小
松
b
御
隠
居
之
時
分
、
侍
屋
敷
に

相
成
、
地
子
地
に
居
住
罷
在
、
畿
圏
公
之
時
迄
小
松
に
居
住
。
極
貧

寺
故
に
永
々
無
位
相
成
、
寺
茜
及
=
大
破
-
島
、
元
文
二
年
間
十
一
月
本

寺
大
衆
寺
井
賞
寺
二
代
牧
庵
長
老
よ
り
、
屋
数
替
知
識
所
及
a
出
願
-

鹿
‘
翠
三
年
正
月
寺
枇
審
・
行
よ
り
願
之
趣
欝
閑
居
一
貧
困
寺
十
三
代

苑
湛
和
倫
錦
昌
枝
庵
師
父
-
故
、
本
寺
大
衆
寺
へ
及
且
出
願
一
中
興
開
山
に

設
し
、
金
揮
に
寺
池
轡
仕
。
と
あ
り
。
亀
尾
記
に
-X
ふ
。
慶
長
五
年

九
月
、
利
長
卿
丹
羽
長
震
と
小
松
洩
井
細
手
に

τ迫
合
の
時
、
後
寧

長
遁
龍
父
子
血
職
に
及
び
、
長
の
家
士
討
死
せ
し
も
の
廿
四
入
、
共

2
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を
守
護
す
。
利
好
は
、
務
組
利
長
卿
の
御
兄
五
郎
兵
衛
安
勝
の
男
に

τ、
釆
地
ニ
両
三
千
七
百
五
十
石
を
領
し
、
七
尾
械
を
守
り
居
た
る

慮
、
慶
長
十
五
年
二
月
朔
日
夜
す
。
嗣
子
な
き
に
よ
り
、
そ
の
家
絡

を
ば
知
好
に
賜
は
り
、
七
尾
誠
を
代
り
守
ら
し
む
と
い
へ
り
。
=
一
州

志
古
嘘
考
に
は
、
知
好
を
養
っ
て
義
子
と
し
、
遺
領
を
金
〈
繕
ぎ
て
、

七
尾
械
を
守
る
と
あ
り
。
さ
て
知
好
は
、
大
限
多
夏
爾
度
の
軍
役
共

に
殿
将
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
よ
り
践
を
僻
し
、
元
和
二
年
京
都
に
至

り
、
鞍
馬
山
良
勝
院
に
塾
居
す
。
一
同
八
年
出
京
し
て
再
び
剃
髪
し
、

名
を
有
庵
と
稽
す
。
.
寛
永
三
年
十
月
利
常
卿
よ
り
蹄
還
す
べ
き
と
の

告
識
あ
る
に
よ
り
、
江
州
今
津
に
来
り
け
る
底
、
病
病
に
依
っ
て
留

り
、
同
五
年
六
月
廿
三
日
京
都
民
授
す
。
享
年
三
十
丸
。
紫
野
大
徳

寺
中
正
受
院
に
葬
る
。
法
械
を
大
繰
院
有
庵
宗
無
居
士
と
檎
す
。
共

の
子
知
辰
は
城
州
鞍
馬
に
生
れ
し
が
、
後
内
磁
允
と
稽
し
、
五
千
四

百
石
を
賜
は
り
‘
微
妙
公
小
松
養
老
中
執
政
の
一
人
と
訟
れ
り
。
能

州
三
崎
枇
離
に
知
好
の
判
寄
あ
り
。
如
v
左。

倫
々
委
細
の
事
、
戸
問
揃
五
左
衛
門
可
昌
申
入
-
候
。
以
上
。

殿
様
御
無
色
惑
御
座
候
閲
.
震
a

御
前
橋
-
御
一
湯
立
被
v
成
可
v
給
候
。

布
施
物
米
拾
俵
遁
し
候
。
捕
御
息
災
之
様
に
御
祈
念
額
入
申
候
。




